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西洋の k 霊 —— 西洋と 云っても 英米 だけ だが、 その 

英米の 小説に 出て 来る、 近頃の 幽霊の 話で も 少しし ま 

かん ぢ やう イギリス 

せう。 少し 古い 所から 勘定す ると、 英吉利に は 名高 

い 「オトラントの 城」 を 書いた ゥォ ルポ オル、 ラ ドク 

リツ フ 夫人、 マテュリン (この 人の 「メルモス」 は、 

バ ルザ ックゃ ゲェテ に も 影響 を 与 へたので 有名 だ が ) 、 

モ ンク モ ンク あだな 

「僧」 を 書いて 僧 ルイズの 渾名 をと つた ルイズ、 スコ 

ット、 リットン、 ボッグ などが あるし、 亜米利加に は 

ポオ や ホウ ソ オンが あるが、 幽霊 —— 或は 一 般に 

えう くわい ぞんぐ わい 

妖怪 を 書いた 作品 は 今でも 存外 少 くない。 殊に 欧洲 

の 戦役 以来、 宗教 的 感情が 瀰漫 すると 同時に、 いろい 



ろ 戦争に 関係した 幽霊の 話 も 出て 来た やうです。 戦争 

文学に 怪談が 多い など は、 面白い 現象に 違 ひないで せ 

フランス ちゃう ど 

う。 何しろ 仏蘭西の やうな 国で さへ、 丁度 昔の ジァ 

ン- ダァク の やうに、 クレ エル • フェル ショォ と 云 ふ 

キリス 卜 ま 

女が 出て、 基督 や 天使 を 目の あたりに 見る。 ポ アンカ 

レエ や クレマ ンソォ がその 女 を 接見す る。 フォッシュ 

将軍が 信者になる。 —— と 云 ふやうな 次第 だから、 小 

説の 方 へ も 超自然の 出来事が 盛に は ひ つ て 来たの は 当 

きばつ 

然 です。 この種の 小説 を 読んで 見る と、 中々 奇抜な 怪 

アメリカ のち 

談が ある。 これ は 亜米利加が 欧洲の 戦役へ 参加した 後 

に 出来た 話です が、 ワシントンの 幽霊が 亜米利加 独立 



軍の 幽霊と 一 しょに 大西洋 を 横断して 祖国の 出征軍に 

一 臂の労 を 貸しに 行く と 云 ふ 小説が ある。 (piarrison 

Rhodes: Extra Men) ワシントンの 幽霊 は 振って ゐま 

せう。 さう かと 思 ふと、 仏蘭西の 女の 兵隊と 独逸の 兵 

隊 とが 対，， 峙 して ゐる、 独逸の 兵隊 は虜 にした 幼児 を 

楣 にして 控 へて ゐる。 其 時 戦死した 仏蘭西の 男の 兵隊 

が、 —— 女の 兵隊の 御 亭主 達の 幽霊が、 霧の やうに 

殺到して 独逸の 兵隊 を逐ひ 散らして しま ふ、 と 云った 

筋の 話 も ある。 (Frances Gilchrist Wood: The WWte 

wattalion) 兎に角 種類の 上から 云 ふと、 近頃の 幽霊 を 

書いた 小説の 中で は、 既に この 方面 専門の 小説家 さへ 



出て ゐる 位、 (Arthur Machen など) 戦争 物が 目立つ 

てゐる やうです。 

種類の 上の 話 はこの 位に する が、 一般に 近頃の 小説 

えう くわい よほど 

では、 幽霊 —— 或は 妖怪 の 書き方が、 余程 科学的に な 

むやみ 

つて ゐる。 決して ゴシック 式の 怪談の やうに、 無暗に 

がいこつ を ど 

血 だらけな 幽霊が 出たり 骸骨が 踊り を 踊ったり しない。 

ばんきん 

殊に 輓 近の 心霊学の 進歩 は、 小説の 中の 幽霊に 驚く ベ 

き 変化 を 与へ たやう です。 キップリング、 ブラック ゥ 

そのつ く ゑ ひきだし 

ッド、 ビィ ァスと 数へ て 来る と、 どうも 皆 其 机 の 抽斗 

に は 心霊学 会 の 研究報告が は ひって ゐさ うな 心 持が す 

る。 殊に ブラック ウッドな ど は (Algernon 



Blackwood) 御 当人が 既に セォソ フィス ト だから、 ど 

ことごと 

の 小説 も 悉 く 心霊学 的に 出来 上って ゐる。 この 人の 

小説に 「ジョン. サイレンス」 と 云 ふの が あるが、 そ 

の サイレンス 先生なる もの は、 云 はば 心霊学の シャァ 

ばけもの 

ロック • ホォ ムス 氏で、 化物 屋敷へ 探険に 行ったり 

あく りゃう つ なほ 

悪霊に 憑かれた の を 癒して やったり する、 それ を 一 々 

書き並べ たのが ー篇の 結構に なって ゐる訣 です。 それ 

から 又 「双子」 と 云 ふ 小説が ある。 これ は 極 短い 物で 

ひと リ 

すが、 双子が 一人に なって しま ふ。 —— と 云った ので 

たまし ひ 

は 通じないで せう、 双子が 体 は 二つ あっても、 魂 は 

ひとり ふたり 

一 つに なって しま ふ。 —— 一人に 二人分の 性格が 出来 



もっと あしあと 

尤も 或る 所まで は 雪の 中に、 はっきり 足跡が 残って 

ゐる。 が、 それぎ リ どうした か、 後に も 先に も 行った 

ようす そこ ゆ 

容 子がない。 唯、 母親が 其処へ 行く と、 声 だけ 聞え た 

と 云 ふな ど は、 一 二 枚の 小品 だが あはれ な 気がする。 

ぶ き み 

ビィァ スは 無気味な 物 を 書く と、 少 くと も 英米 の 文壇 

では、 ポオ 以後 第 一 人の 観の ある 男です が、 

(Amborose Bierce) 御 当人 も 第 四の 空間へ でも 飛び 

こんだ のか、 メキシコ か 何処かへ 行く 途中、 杳 として 

ゅ-v へ まま 

行方 を 失った 儘、 わからず しま ひに なって ゐる さう で 

幽霊 —— 或は 妖怪の 書き方が 変って 来る と 同時に、 



霊なる もの は、 かすかな 銅鑼の やうな 声を立てる 所 ま 

では 好い が、 三十 三 間 堂のお 柳な どと は 違って、 人間 

を 殺しに 来る の ださう だから、 中々 油断 はなり ません。 

ほか なん えたい 

その外に まだ 何とも 得体の知れない 妙な 物の 出て 来る 

小説が ある。 妙な 物と 云 ふの は、 声 も 姿 もない、 その 

癖 触覚に は 触れる と 云 ふ、 要するに まあ 妙な 物です。 

ふんぽん 

これ はド. モウ パッ サンの ォ オラ あたりが 粉本 かも 知 

れな いが、 私の 思 ひ 出す 限りで は、 英米の 小説 中、 こ 

の 種の 怪物の 出て 来る のが、 まづ 二つば かり ある。 一 

つ はビィ ァスの 小説 だが、 この 怪物が 通る こと は、 唯 

草が 動く ので 知れる。 尤も 動物に は 見える と 見えて、 



ほ し 

犬が 吠えたり、 鳥が 逃げたり する、 しま ひに 人間が 絞 

め 殺される。 その 時 居 合せた 男が 見る と、 その 怪物と 

組み合った 人間 は、 怪物の 体に 隠れた 所 だけ、 全然 形 

が 消えた やうに 見えた、 —— と 云った やうな 工合です。 

(The Damned Thing) もう 一 つ はこれ も 月の 光に 見 

ると、 顔 は 皺くちゃの 敷布 か 何 かだった と 云 ふの だか 

ら、 新 工夫に は 違 ひありません。 

ごめん かう む いったい 

この 位で 御免 蒙ります が、 西洋の 幽霊 は 一体に、 

骸骨で なければ 着物 を 着て ゐる。 裸の 幽霊と 云 ふの は、 

もっと 

近頃に なっても 一つ も 類がない やうです。 尤も 怪物 

に は 裸も少 くない。 今の ォォブ リエ ンの 怪物 も、 確 



毛む くぢ やらな 裸でした。 その 点で は 幽霊 は、 人間よ 

よほど ぎ やうぎ よ 

り 余程 行儀が 好い。 だから 誰か 今の 内に 裸の 幽霊の 小 

説 を 書 いたら、 少く ともこ の 意味で は 前人 未発の 新 天 

地 を 打開した 事になる 害です。 

(大正 十 一年 一月) 
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